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研究成果概要 
 平成 15 年度末にオーストラリア・ウーメラ近郊において完成した 10 m 口径解像型大

気チェレンコフ望遠鏡 4 基のステレオ観測システム（CANGAROO-III：下図）により、

CANGAROO チームは南天 TeV ガンマ線天体の観測を継続的に行ってきた。しかし、観

測装置の劣化が進み、この分野での国際競争力を維持するのが困難となったため、平成

23 年度をもって CANGAROO-III の観測を終了した。本年度は観測サイトにおいて観測

装置および施設の撤去を完了し、CANGAROO の 20 年間の活動をまとめた論文の執筆

を開始した。また、CANGAROO の成果を振り返る小研究会の開催を企画している。 
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